


























































































































































（1941 米） アパシ （ー1961） に登場（1989）
思春期挫折症候群（1983）『社会的ひきこもり』（1998） NEET（2004）
↑朝日新聞一面トップで掲載（1988）
























































































































































































































































































































題に直面していた。たとえば，ニュースレター 2 号（92 年 2 月発行）では
「閉じこもり」，93年にはニュースレターに「ひきこもり」の言葉がすでに登









































































































































⑵ WHO の主導する国際的な疫学研究プロジェクト（WNH 日本調査）おける推
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境泉洋・川原一紗・NPO 法人全国引きこもり KHJ 親の会（家族連合会）（2008）．
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